降誕節第5主日礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年1月25日
「あなたはわたしの愛する子」
詩編2編7節
2:7 主の定められたところに従ってわたしは述べよう。主はわたしに告げられた。「お前はわたしの子／今日、わたしはお前を生んだ。

ルカによる福音書3章21～22節
3:21 民衆が皆洗礼を受け、イエスも洗礼を受けて祈っておられると、天が開け、
 3:22 聖霊が鳩のように目に見える姿でイエスの上に降って来た。すると、「あなたはわたしの愛する子、わたしの心に適う者」という声が、天から聞こえた。

1 　
　　私たちは主日礼拝でルカによる福音書から共に御言葉に聞いています。旧約聖書に預言されていた通り洗礼者ヨハネは主に先立って、主の道を整えて、主の民に罪の赦しによる救いを知らせるためにヨルダン川沿いで活動をしていました。多くの人がヨハネのもとにやって来て罪の赦しを得させるための悔い改めの洗礼を受けました。ヨハネは自分のことを救い主だと思っている人々に、自分よりも優れた方が来られ聖霊と火であなたたちに洗礼を授けると宣べ伝えたのでした。
　ヨハネは領主ヘロデによって捕らえられましたが、時系列で言うと捕らえられる前にヨハネのもとにイエス様が来られたのです。それは「ヨハネよりも優れた方」であるイエス様がヨハネから罪の赦しを得させるための悔い改めの洗礼を受けるために、他の民衆に混じって来られたのです。そして、ごく当たり前のように民衆に混じって洗礼を受けられたのです。
　そして、イエス様が祈っておられると、天が開け、聖霊が鳩のように目に見える姿でイエス様の上に降ってきました。すると「あなたはわたしの愛する子、わたしの心に適う者」という声が神様の声が天から聞こえたと聖書に記されてあります。

2 　
　神の子救い主イエス・キリスト、罪なきお方が、罪の赦しを得させるための悔い改めの洗礼を受ける、何ともおかしな出来事です。ヨハネが授けていた罪の赦しを得させるための悔い改めの洗礼というのは、いままで神様から離れて好き勝手に生きて多くの罪を犯してきた人が、これからは神様の方に向き直り、罪の赦しといういわば目標に向かって歩き始めたしるしとして授けるものでありました。神の子イエス様が生れてから約30年放蕩の限りを尽くして好き勝手に生きてようやく神様の方に向き直ったとはどう考えても考えられません。　
　2：51～52には「それから、イエスは一緒に下って行き、ナザレに帰り、両親に仕えてお暮らしになった。母はこれらのことをすべて心に納めていた。
 　イエスは知恵が増し、背丈も伸び、神と人とに愛された。」
と記されてあります。大工の父ヨセフと母マリアに従順にお仕えして、神に仕え人に仕え、神に愛され人に愛される、そのような歩みをされてきたのです。神様に悔い改めなければならない罪は一切ありません。赦していただければならない罪は一切犯していません。罪なきお方、イエス様。そんなイエス様が罪の赦しを得させるための悔い改めの洗礼を受けられたのです。民衆に混じって、それは民衆と同じ姿になってくださったのです。イエス様は罪の赦しを得させるための悔い改めの洗礼は受ける必要がないのですが、イエス様はあえて受けることによって民衆と同じ姿になってくださったのです。私たちと同じ罪人になってくださったのです。
　イザヤ書53章に「苦難の僕の歌」があります。この苦難の僕の姿はイエス様のことを表わしていると考えられています。
「見るべき面影はなく／輝かしい風格も、好ましい容姿もない。
 彼は軽蔑され、人々に見捨てられ／多くの痛みを負い、病を知っている。」（イザヤ53：2～3　1149頁）
　その苦難の僕の歌の最後12節にこのように記されています。
「それゆえ、わたしは多くの人を彼の取り分とし／彼は戦利品としておびただしい人を受ける。彼が自らをなげうち、死んで／罪人のひとりに数えられたからだ。」
　イエス様は罪人の一人としてこの地上での歩みをなされたのです。そこには見るべき面影も輝かしい風格も好ましい容姿もありません。誰も一緒に洗礼を受けているのが人々が待ち望んだ救い主だと気が付かないのです。民衆に紛れ、民衆の中の一人として、ただ罪人の一人として、私たちと同じ姿で洗礼を受けてこの地上での多くの痛みや悲しみを経験されて歩まれたのです。そこにイエス様がヨハネから洗礼を受けられた意味があるのです。私たちと同じ罪人の一人として歩んで下さった、へりくだるキリストの姿がここにあるのです。

3 
　イエス様がヨハネから洗礼を受けられたことはマタイ・マルコ・ルカ・ヨハネ4つの福音書全てに記されていますが、ルカによる福音書にだけ記されていることがあります。それが洗礼を受けて祈っておられるイエス様のお姿なのです。
　「イエスも洗礼を受けて祈っておられると」と21節に祈ることがごく当たり前のように記されてあります。他の福音書には記されていないイエス様の祈りです。いったいイエス様は何を祈っておられたのでしょうか。ヨハネから洗礼を受けられていったい何を祈っておられたのでしょうか。
　実はルカによる福音書には祈るイエス様の姿が非常に多く記されています。ルカによる福音書が祈りの福音書とも呼ばれるゆえんです。近いところですと5：12以下にイエス様が重い皮膚病を患っている人を癒す物語があります。イエス様が病を癒すとイエス様の噂が広まって多くの人が集まってきました。私たちがイエス様だったら調子に乗ってしまいそうになるのですが、イエス様は16節にありますように「だが、イエスは人里離れた所に退いて祈っておられた」のです。人里離れた誰もいないところで一人静かに神様に向き合って祈りの時を持たれたのです。
　また、6：12にはイエス様が12弟子を選ぶに際して「そのころ、イエスは祈るために山に行き、神に祈って夜を明かされた。」とあります。
一人祈るために山に行って夜を徹して祈られたのです。そうして12弟子を選ぶという大きな決断をされたのです。一人神様と向き合い神様と深い交わりを持つ中で、答えが示されて12弟子を選ぶという大きな決断をされたのです。
他にもペトロの信仰告白の前とか、イエス様の山上の変貌の前とか大きな出来事の時には必ず神様に祈るお姿が描かれているのです。その全てを挙げるときりがないのですが、ルカによる福音書には熱心に祈るイエス様のお姿が繰り返し描かれています。
その極めつけは、22：39以下に記されている「オリーブ山での祈り」でしょう（155頁）。他の福音書ではゲツセマネの祈りと呼ばれているのが、ルカ福音書のオリーブ山の祈りです。十字架の死の苦しみや恐怖を前にしたイエス様が血の汗を流して苦しみもだえて祈られた祈りです。イエス様はこのように祈られました。42節です。
「父よ、御心なら、この杯をわたしから取りのけてください。しかし、わたしの願いではなく、御心のままに行ってください。」
　「私の願いではなく御心のままに行ってください。」「御心が行われますように」これが十字架の死を前にしたイエス様の祈りです。今まで以上に厳しく苦しみ祈る祈り、その祈りの中で、「私の願いを叶えてください」と祈るのではなくて、「あなたの御心が行われますように」と祈るその祈り、それがイエス様の祈りの姿です。もしかしたら、イエス様はオリーブ山で祈るこの祈りのときだけでなく、大きな出来事や決断の前に一人人里離れた所に退かれて静かに心静めて神様に向き合って祈る時、その祈りというのはいつも「あなたの御心が行われますように」という祈りではないかと思いました。重い皮膚病の人を癒した後も、12弟子を選ぶ時も、ペトロの信仰告白の前も山上の変貌の前もいつもイエス様は神様に対して「あなたの御心が行われますように」と神様の御心が行われることを祈っておられたのではないかと思いました。
そして、ヨハネから洗礼を受けられて祈られた時も、「あなたの御心が行われますように」と祈られたのではないかと思ったのです。これからイエス様には多くの苦しみや悲しみが待ち構えています。苦難の僕の預言の通り、軽蔑され、見捨てられ、多くの痛みを負い、病を負って歩まなければなりません。さらには屠り場に引かれる子羊のように、口を開かないでただ黙って、私たち全ての人の罪を背負って十字架に付けられなければなりません。これから歩まなければならない歩みを思いますと、「父よ、御心なら、この杯をわたしから取りのけてください。」と祈りたいところです。しかし、イエス様は全てにおいて神様の御心が行われるように「あなたの御心が行われますように」と、私たちのために私たち罪人のために祈られたのではないかと思うのです。
そのようなイエス様のお姿に神様は「あなたは私の愛する子、わたしの心に適う者」と天から声を掛けて下さいました。「わたしの心に適う者」は直訳すると「あなたをわたしは喜んだ」です。神様が喜ばれたのです。イエス様が罪人の一人に数えられる洗礼を受けられて、「あなたの御心が行われますように」と祈られる。その姿が神様の喜びなのです。神様の御心に適うことであり、大きな喜びなのです。そうしていわば「さあいけ！」と送り出して下さるのです。そしてイエス様は「祈りの人」として、いつも神様の御心を求めて祈る祈りを何よりも大切に歩まれたのです。十字架の道を、復活の道を歩まれたのであります。その道は決して孤独な道ではなく、神様が共におられる道を歩まれたのです。

4 
　将棋の元名人で「ひふみん」の愛称で知られた加藤一二三さんが先週木曜日の22日に天に召されました。あのユニークなキャラクターと語り口は多くの人に愛されました。ご存じの方も多いと思いますが加藤さんはカトリック教会のクリスチャンです。中学生の時に棋士としてデビューして華々しい活躍をしたのですが、30歳のころに壁にぶち当たりました。そんな時に教会に導かれてカトリック下井草教会で洗礼を受けられました。それまでは将棋の対局中に迷いがあったけれども、確かなものと出会い、迷うことがなくなったそうです。
　加藤さんはあの明るいキャラクターからは想像つかないように思いますが、実は加藤さんは「祈りの人」なのです。対局（試合）の前日には教会に行って3時間程祈るそうです。そこで何を祈るかというと、「明日の対局に勝たせてください。大事な対局ですから絶対に勝たせてください。」と私たちなら自分の願いを祈りそうなものですが、加藤さんは「勝たせてください」とは絶対に祈りません。では何と祈るかというと「良い将棋を指せますように」と祈るのだそうです。
「もちろんいくら祈ったからと言って良い将棋を指せるとは限りません。しかし、だからといって私の祈りや神様の力に疑問が付されるのではなく、むしろそうした経験にも意味があることを覚えています。」
と、6年前に日本基督教団出版局から出版された加藤さんの著書『だから私は、神を信じる』に記されています。
　加藤さんは神様に信頼して全てをお委ねして対局に臨むのです。その結果勝つこともあれば当然負けることもあるのです。けれども、勝っても負けても深い祈りを持って対局に臨めばそこには必ず何らかの意味があると信仰を持って受け止めるのです。
　「良い将棋を指せますように」の祈りは加藤さんにとって良い将棋ではなくて、神様にとって良い将棋、加藤さんの将棋という働きを通して神様の御心があらわされますように、それはつまり「御心が行われますように」という祈りに繋がっていくのではないかと思うのです。神様を信頼して「御心が行われますように」と祈って全てをお委ねする、どんなことがあってもそれが神様の御心だと信じて受け止める、そしてその受けた恵みを周りの人たちに証しをしていく、そのような祈りの人として歩む姿が加藤さんの素晴らしい証しになっているのだと思います。
　イエス様は「祈りの人」として常に神様に向き合って「御心が行われますように」と祈り、十字架と復活の道を歩まれました。加藤一二三さんは「祈りの人」としてどこまでも神様を信頼して「御心が行われますように」と祈って全てをお委ねして歩まれました。私たちも「祈りの人」として神様を信頼して「御心が行われますように」と祈ることが大切なことなのです。私たちは困難な出来事が起きるとなんとか自分で解決しようとしてしまいます。もちろんそれはそれで悪いことではないのですが、そこに示されている神様の御業を見落としてしまってはいけないのです。神様がこの事を通して何をなそうとしておられるのかを心を静めて神様と向き合って神様との交わりの時を大切にするのです。そして神様を信頼して「御心が行われますように」と祈るのです。その結果が私たちにとって喜ばしいことであろうとそうでなかろうと、そこにも神様の意味がちゃんとあるのです。そのことを信仰を持って受け止めて、それもまた神様の恵みと感謝をして歩んでいくのです。
　「あなたは私の愛する子」これは私たちにも語りかけてくださっている神様の愛の言葉です。私たちを愛して下さっているのです。私たちを愛して下さり私たちと共に歩んで下さるのです。私たちを愛して下さる神様は私たちをお見捨てになることは決してありません。
　「万事が相働きて益となる」（ローマ8：28）これは私がまだ20代の頃悩みのどん底にあった時に母教会の牧師岡山巌先生が私に掛けてくださった言葉です。神様は私たちを愛して下さっています。ですから私たちには辛く苦しく悲しい出来事にしか思えなくても、私たちと共に歩んで下さる神様が全てを最善へと導いて下さるのです。だからこそ、私たちは神様に信頼してお委ねして「御心が行われますように」と祈る祈りを大切にしていきましょう。
「祈りの人」として歩んでいきましょう。
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